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赤潮・貝毒プランクトンの調査について 

 

本日、赤潮が発生いたしました。 

赤潮プランクトン調査の結果、魚類を死滅させる恐れがあるヘテロシグマ アカシオ（山

口県の場合、注意報：5,000 細胞/ｍL、警報：10,000 細胞/ｍL）が最大で 5,300 細胞/ｍL

確認されました。この種の赤潮水塊は、池島で確認されました。 

また、ミリオネクタ ルブラが最大で 3,000 細胞/ｍL 確認されました。この種の赤潮水

塊は、宿毛湾全域にパッチ状で確認されています。この種は、宿毛湾で魚類の被害を発生さ

せていませんが、注意しください。 

現在、魚類に有害なプランクトンが発生しておりますので、給餌などの作業については、

十分注意してくだい。 

 

貝毒プランクトン調査の結果、麻痺性貝毒の原因種であるギムノディニウム カテナータ

ム及びアレキサンドリウム属が最大で 6及び 156細胞/ml確認されました。 

 

※（本日は、海水 1ｍLでプランクトンの検鏡を実施しております。） 
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下図① 
0 - - - 0 5,300 0 28 18 

片島出荷場 

下図② 
0 - - - 0 324 0 46 70 
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下図③ 
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0 - - - 0 0 0 156 3,000 

*1：魚類を死滅させる恐れがある種 

*2：魚類を弱らせる可能性がある種 

*3：麻痺性貝毒の原因種 
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